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富士川舟運に代わる鉄道として 
沿線の産業を発展させた身延線。 

やまなし歴史探訪　 �

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
駿
河
・

甲
州
・
信
州
を
結
ぶ
流
通
の
大
動
脈
は
「
富
士

川
舟
運
」で
あ
っ
た
。 

　
開
幕
ま
も
な
い
慶
長
12
年
、徳
川
家
康
の
命

に
よ
り
京
の
豪
商
・
角
倉
了
以
が
富
士
川
開
削

に
着
手
、慶
長
19
年
頃
、鰍
沢
か
ら
駿
河
の
岩

淵
ま
で
18
里
、約
72
キ
ロ
の
水
運
が
始
ま
っ
た
。

富
士
川
舟
運
の
始
ま
り
で
あ
る
。
初
め
は
幕
府

の
貢
米（
御
廻
米
）を
江
戸
に
回
送
す
る
こ
と
が

目
的
で
あ
っ
た
が
、や
が
て
経
済
の
発
展
に
伴
い
、

下
げ
荷
は
雑
穀
、薪
炭
、寒
天
な
ど
、上
り
荷
は

塩
を
中
心
に
、砂
糖
、肥
料
な
ど
が
運
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
早
川
で
切
り
出
さ
れ
た
多
量
の
木

材
も
筏
に
組
ま
れ
富
士
川
を
下
っ
た
。
舟
運
に

使
わ
れ
た
船
は
、荒
瀬
に
も
運
航
可
能
な
高
瀬

舟
。
急
流
の
富
士
川
に
は
難
所
が
多
い
た
め
、そ

の
後
も
航
路
の
改
修
が
繰
り
返
さ
れ
、通
商
が

容
易
に
な
る
ま
で
は
長
い
年
月
が
か
か
っ
た
。 

　
明
治
８
年
に
は
、鰍
沢
に
富
士
川
運
輸
会
社

が
設
立
。
明
治
22
年
に
東
海
道
本
線
が
開
通
す

る
と
、富
士
川
を
上
下
す
る
物
資
の
量
は
さ
ら

に
増
え
て
い
っ
た
。
最
盛
期
の
明
治
25
年
か
ら
30

年
に
か
け
て
は
、８
０
０
艘
を
数
え
、船
頭
も
２

千
人
に
及
ん
だ
と
言
わ
れ
る
。
鰍
沢
・
青
柳
・
黒

沢
の
三
河
岸
を
含
め
船
着
場
も
十
三
河
岸
と
な

り
、乗
客
や
積
荷
で
河
岸
は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

た
。
し
か
し
、時
の
政
府
は
、中
央
線
の
敷
設
を

決
め
、同
時
に
連
絡
線
と
し
て
甲
府
〜
岩
淵（
現

在
の
富
士
川
町
）間
の
鉄
路
を
第
二
期
工
事
に

組
み
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
明
治
36
年
、中
央
線

が
甲
府
ま
で
開
通
し
鉄
道
輸
送
が
可
能
に
な
る

と
、富
士
川
舟
運
は
衰
退
し
約
３
０
０
年
間
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。 

か
つ
て
の
富
士
川
舟
運
に 

代
わ
る
鉄
道 

身
延
線
開
通
に
か
け
た 

夢
は
未
来
へ 

　
明
治
22
年
に
富
士
馬
車
鉄
道
が
東
海
道
線

の
鈴
川（
現
在
の
吉
原
）か
ら
大
宮（
現
在
の
富

士
宮
）間
を
開
通
さ
せ
て
い
た
。
期
待
さ
れ
て
い

た
岩
淵
〜
甲
府
間
を
結
ぶ
鉄
道
は
、鉄
道
敷
設

法
の
第
二
期
線
に
組
込
ま
れ
た
が
優
先
順
位
が

低
く
先
送
り
。
地
元
で
は
明
治
30
年
、富
士
川

電
気
鉄
道
を
設
立
し
私
鉄
で
の
建
設
を
進
め
た

が
、日
清
戦
争
後
の
不
景
気
で
免
許
は
失
効
。
身

延
線
開
通
ま
で
の
経
緯
は
紆
余
曲
折
、時
間
も

か
か
っ
た
。
明
治
43
年
に
は
富
士
鉄
道
が
富
士

〜
大
宮
間
に
開
通
し
初
め
て
蒸
気
機
関
車
が
走

っ
た
。
静
岡
・
山
梨
両
県
の
政
財
界
人
の
動
き
も

に
わ
か
に
活
発
に
な
り
、明
治
45
年
、新
た
に
富

士
身
延
鉄
道
が
設
立
さ
れ
た
。
第
七
十
九
世
法

主
と
し
て
入
山
す
る
小
泉
日
慈
が
、東
海
道
本

線
の
車
中
で
甲
州
財
閥
の
実
力
者
・
小
野
金
六

に
身
延
山
参
詣
客
の
ル
ー
ト
と
し
て
依
頼
し
た

の
が
発
端
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。 

　
富
士
身
延
鉄
道
は
大
正
２
年
、身
延
を
目
指

す
第
一
期
工
事
に
着
工
。
厳
し
い
地
形
の
た
め
ト

ン
ネ
ル
や
危
険
な
切
り
通
し
が
多
く
工
事
は
難

航
、第
一
次
世
界
大
戦
の
た
め
資
材
も
高
騰
し

中
断
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、よ
う
や
く
昭
和
２

年
に
は
、富
士
〜
身
延
ま
で
が
全
通
し
た
。
さ
ら

に
甲
府
ま
で
の
第
二
期
工
事
が
急
が
れ
、昭
和
３

年
３
月
30
日
に
、富
士
〜
甲
府
間
が
全
線
開
通
し

た
。
身
延
線
は
開
業
当
初
よ
り
電
化
さ
れ
、電
気

機
関
車
が
東
海
道
本
線
と
中
央
線
を
連
絡
、県

内
へ
の
流
通
の
利
便
性
を
高
め
た
。
市
川
・
西
嶋
の

和
紙
や
六
郷
の
ハ
ン
コ
な
ど
沿
線
の
産
品
の
販
路

拡
大
に
も
欠
か
せ
な
い
鉄
道
と
な
っ
た
。
昭
和
16

年
に
は
国
鉄
に
移
管
、そ
し
て
今
年
３
月
に
開
業

80
周
年
を
迎
え
た
。 

　
現
在
の
身
延
線
は
Ｊ
Ｒ
東
海
の
ロ
ー
カ
ル
線
。

甲
府
駅
を
出
た
特
急
「
ふ
じ
か
わ
」
は
約
１
時
間

半
で
富
士
駅
に
、そ
し
て
直
通
で
静
岡
駅
に
到
着
、

東
海
道
新
幹
線
に
つ
な
が
る
。
沿
線
の
町
々
を
つ

な
ぎ
、懐
か
し
い
風
景
を
楽
し
む
旅
客
を
運
ぶ
。

40
年
近
い
歳
月
を
か
け
た
身
延
線
の
開
通
に
は
、

小
野
金
六
、根
津
嘉
一
郎
な
ど
「
明
か
り
と
乗
物
」

に
情
熱
を
注
い
だ
甲
州
財
閥
と
呼
ば
れ
た
政
財

界
人
の
尽
力
も
大
き
か
っ
た
。
小
野
金
六
の
後
を

受
け
、富
士
北
麓
や
峡
南
地
方
の
開
発
に
夢
を
描

い
た
堀
内
良
平
ら
の
努
力
も
忘
れ
が
た
い
。
そ
の

夢
の
先
は
、現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
中
部
横
断
自

動
車
道
や
未
来
の
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
建
設
に
よ
っ

て
見
え
て
来
る
の
だ
ろ
う
。 

記事監修：山梨大学教育人間科学部 教授 齋藤康彦
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元来本線は東海道線より中央幹線に通じ延て中山道線及北越線に通ずる連絡線なるのみ

ならず、其南端は特別輸出港なる清水港を控ゆるが故に、東海、東山、北陸諸道を連結して

地方産業の発達を促進し、国家の経済に利益を与ふること極めて大なり、・・・・（後略）・・・・」 

「甲府岩淵間鉄道の速成を請ふ意見書」明治33年（1900）12月16日、山梨県会議長 野口英夫 

　JR身延駅の南、金六山と呼ばれる小高い
山上（丸山公園）に、昭和３８年（1963）に建
てられた、身延線の前身・富士身延鉄道の創
業五十周年を記念する開業記念碑がある。
積み石の基台に高さ数メートルのモニュメント、
列車の車輪と日蓮宗の聖地を表わす橘の葉。
そのかたわらに、早くから始まった敷設嘆願運
動と難工事の末ようやく完成した鉄道の功
労者六人の胸像レリーフが並んでいる。小野
金六、堀内良平、根津嘉一郎、河西豊太郎、
小野耕一ら政財界の大物、それに身延山久
遠寺の小泉日慈大僧正。ここからは、富士川
の緩やかな流れと身延橋、沿うように走る鉄
路と身延の駅舎を見下ろすことができる。

上
／
鰍
沢
の
船
着
場
に
並
ん
だ
富
士
川
の
船
。
舟
運
の
全
盛
期
の
頃
で
あ
る
。

中
／
昭
和
35
年
頃
の
身
延
線
「
富
士
川
」
　
下
／
並
行
に
走
る
身
延
線
と
富
士
川

開通当時から今も残るレンガのトンネル
身延駅～甲斐大島駅間

富士川急流をさかのぼる帆かけ舟（昭和2年）

す
み
の
く
ら 

り
ょ
う
い 
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